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部落差別は大きく 2つに分けられます。「心理的差別」と「実態的差別」です。
心理的差別……「同和関係住民を不当に蔑視し、忌避・敬遠する感情のこと（上記のような）」

こうした差別をなくすには、学校教育や啓発活動を通して人権尊重の精神の浸透を
図ることが必要です。

実態的差別……「同和関係住民の生活にみられる差別のこと」
教育が充分受けられなかったり、健康を害していたり、仕事が不安定であったりす
る人が多いという現実があるのです。

同和関係住民の生活環境は全体としてかなり改善されました。しかし、住民の生活水準が低いので
は差別がなくなったとはいえません。生活水準をあげるためには安定した収入が必要になります。そ
してかれらが安定した収入を得る、つまり安定した仕事に就くためには、わたしたち一人一人が同和
問題を正しく理解し、「自分は差別をしていないだろうか」と常に反省して心の奥底に潜む差別意識
を払拭するよう努めることが必要です。

⑵　同和問題に対する行政の取組

政府も同和問題を国の総合的施策としてとりあげています。昭和40年 8 月11日、内閣総理大臣の諮
問に対し、同和対策審議会は「同和問題の早急な解決は国の責務で、国民的課題」であると答申しま
した。
政府はこれを受けて、昭和44年「同和対策事業特別措置法」を制定しました。同和対策事業として、
生活環境の改善、社会福祉の増進、産業の振興、職業の安定、教育の充実、人権擁護活動の強化など
をあげた10年間の時限法でした。 3年間の期間延長の後失効しましたが、昭和57年、残された課題の
解決のため、 5年間の時限法として「地域改善対策特別措置法」が制定されました。しかし失効後も
引き続き実施すべき事業が見込まれたため、昭和62年、 5 年間の時限法として「地域改善対策特定事
業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」が制定され、その後 5年間期間延長され特別措置が講
じられました。
平成 9年 4 月からは同法の改正により 5年間の時限法として、一部の事業を除き一般対策へ移行と
なり法的措置・行政措置が講じられました。
平成14年 3 月31日で「地域改善対策特定事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」が失効し、

「地域・地区」という概念が払拭され、平成14年 4 月からは一般との格差が見られる層を中心に、就
職困難者に対する一般対策の中で対応することとなりました。同和問題は人権問題の中の大きな柱と
して位置付けられました。
平成28年12月 9 日、部落差別の解消の推進に関する法律が成立し、同日、公布・施行されました。
この法律は、「現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展lこ伴って部落差別に関する
状況の変化が生じていることを踏まえ、全ての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念
にのっとり、部落差別は許されないものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であ
ることに鑑み、部落差別の解消に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らか
にするとともに、相談体制の充実等について定めることにより、部落差別の解消を推進し、もって部
落差別のない社会を実現すること」を目的とし、「部落差別の解消に関する施策は、全ての国民が等
しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるものであるとの理念にのっとり、部
落差別を解消する必要性に対する国民一人一人の理解を深めるよう努めることにより、部落差別のな
い社会を実現することを旨として、行われなければならない」との基本理念に基づき制定されました。
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　また、最近ではインターネットに同和地区を公開したり、差別図書の販売を予告する等の行為が

行われています。
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　また、最近ではインターネットに同和地区を公開したり、差別図書の販売を予告する等の行為が

行われています。
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LGBTとは、以下の性的マイノリティの頭文字を並べたものです。

LGBTを理解するは、
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就職差別とは、不合理な理由で人を区分し、特定の人に対して不当な評価をすることです。現在

でも、同和関係者・女子・障害者・在日外国人（特に韓国・朝鮮籍）・定時制通信制課程修了者・

性的マイノリティの方などが一部で差別に苦しんでいます。中には募集の段階で排除する事例もみ
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られますが、その人がどのような適性・能力をもっているか、何の選考も面接もしないでどうして

わかるでしょうか。既存の偏見や予断に左右され、特定の人たちを切り捨ててしまうのは、職業安

定法第 3条の均等待遇に反することです。「人を人としてみる」人間尊重の精神を十分に盛り込み、

採用選考の基準はあくまでも適性と能力に焦点を合わせて考え、正しい選考を妨げない、充分納得

のいく基準を定めるよう、心掛けてください。
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新規中卒予定者については「職業相談票（乙）」（112頁参照）を、新規高卒予定者については「全国高
等学校統一応募用紙」（41・42頁参照）を使用していますか
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前提にして考えているようにみえます。これは応募者本人を尊重しない考え方で、予断と偏見に満

ちています。「親は親、子は子」ですから、このような質問で評価することのないようにしてくだ

さい。
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